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豊川流域のヒガンバナ自生地に関する補説

有 薗 正一郎 ＊

I は じ め に

華者は， 前稿で「成立期が古い集落ほどヒガンバナの自生面稲は大きい」と

いう仮説を証明するために， 盟川流域において， 1989年 9 月 22-25 日に集落ご

とのヒガンバナの自生面積の計測をおこない， その調査結果にもとづいて， 集

落ごとのヒガンバナの自生面稜と， 集落の成立期との関わりを考察した。 また，

その結果を踏まえて， ヒガンバナの日本への渡来期に関するひとつの仮説を提

示した。〔有薗 1990〕。 その内容は， 次のように要約することができよう。

豊川流域では， ヒガンバナは中流域の山麗緩斜面に立地する集落や， 豊川の

支流が山地を刻む谷底から谷の斜面に立地する熊落に多く自生しており， とく

に棚田状に展開する水田の畔に密に自生している場合が多い。 しかし， ヒガン

バナが多く自生している集落の水田率はかなり分散しており， 水田率の高低と，

ヒガンバナの自生面積の大小とは全く関係なく， 水田が多い集落ほどヒガンバ

ナの自生面積が大きいとはいえない。

他方， 豊川上流域の山間部と， 上位および中位段丘上と， 中下流域の沖積低

地と， 海岸部に立地する集落におけるヒガンバナの自生面積は小さい。 これら

のうち， 河岸段丘上の媒落には， 畑地が卓越している場合が多い。 沖積低地の

＊ありぞの しょういちろう， 愛知大学文学部
本稿は愛知大学文学会発刊の「文学論叢j第96輯 (1991) の再録である。

13号掲載の論文補説として執第されているので， 著者及び同会の了解を得て，

再掲するものである。（編集部）






































